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本
書
は
、

十
八

世
紀
か

ら
十

九
世

紀
前
半
の

時
期
に

「

ド

イ
ツ

の

大

学
」

に

留
学
し
た

「

ロ

シ

ア

人
学
生
」

の

研
究
で

あ
る

。

著
者
は
、

一

九
七
二

年

生
ま

れ
で

、

モ

ス

ク

ワ

大
学
歴

史
学
部
の

十
九
世

紀
ロ

シ

ア

史
講
座
の

助
教

授
で

あ
り

、

『

モ

ス

ク
ワ

大
学
史
』

（
モ

ス

ク
ワ

、

二

〇

〇
一

年
）

な
ど

の

著

作
を

も
つ

新
進

気
鋭
の

歴
史
家
で
あ
る

。

本
書
の

内

容
は
、

序
章
で

史
料
・

方
法
論
お

よ
び

ド
イ
ツ

へ

の

ロ

シ
ア

人

留
学
生
に
関
す
る

統
計
情

報
を

提
示

し
た

上
で

、

一

章
か
ら
五

章
に

か
け
て

ピ
ョ

ー

ト
ル
一

世
か

ら
ニ

コ

ラ

イ
一

世
の

治
世
に

お

け
る
留
学
生
の

動
向
を
同
時
代
の

国
内
・

国
際
情

勢
と

関
連

さ

せ

て

論
じ
て

い

る
。

　

本
書
の

特
色
は
、

ド

イ
ツ

の

各
大

学
で

刊
行
さ
れ
た

学
籍

簿
を

主
要
史
料

と
し
、

ロ

シ

ア

の

ア

ル

ヒ

ー
ブ

お
よ

び

日
記
・

回
想
記
等
を
駆

使
し

な
が
ら

、

七

年
戦
争
か
ら

啓
蒙
時
代
を

経
て

ナ

ポ
レ

オ
ン

戦
争

、

さ
ら
に
一

八
四

八
年

革
命
と
い

っ

た
ド
イ
ツ

政
治
史
の

激
動
と

関
連
さ
せ

て
、

ロ

シ

ア

人
留

学
生

を

媒
介
に

し
た
ロ

シ

ア

と

ド
イ
ツ

と

の

学
問

的
交
流
の

動
態
を
実
証
的
に

解

明
し
た

点
で

あ
る

。

綿
密
に

考
証
さ

れ

た
計
量
的
デ

ー

タ

に

も
と
つ

く

社
会

史
的

叙
述
と

ド
イ

ツ

と
ロ

シ

ア

の

大

学
づ

く
り
に

邁
進

し
た

学
者
た

ち
に

関

す
る

思
想
史
的
叙
述
と
が

見
事
に
重
な

り
合
っ

た
か
た

ち
で

、

こ

の

時
代
の

国
境
を
越
え
た

「

ア

カ

デ

ミ

ズ

ム

の

空
間
」

を

描
き
出

し
て

い

る
。

　
本
書
の

分
析
方
法
と

し
て

興

味
深
い

の

は
、

ド
イ
ツ

の

諸
大
学
の

学
籍
簿

で
の

情
報
を

解

析
す
る

際
に

、

「

ロ

シ

ア

人
学
生
」

と
い

う
範
疇
を
精
密
に

限
定
し
て

い

る

点
で

あ
る

。

と
く
に

重
視
さ

れ
て

い

る

の

が
留

学
生

の

出

身

地
域
で

あ
る
。

著
者
は

、

ロ

シ

ア

帝
国
領
内
の

沿
バ

ル

ト
、

リ
ト
ヴ
ァ

諸

県

お
よ
び
ポ
ー
ラ

ン

ド
王

国
出
身
者
を
除
外
し

、

ロ

シ

ア

中
央
部
お
よ

び
キ
エ

フ

を
含
む
ウ
ク

ラ

イ
ナ

左
岸
地
域
の

出

身
者
に

限

定
し

て

出

身
地
や

姓
を
手

が
か
り
に

留
学
生

を
「

大
ロ

シ

ア

人
」

「

小
ロ

シ

ア

人
」

「

ド
イ
ツ

系
ロ

シ

ア

人
」

と
い

う
三

つ

の

集
団
に

分
類
し
て

い

る
。

ま

た

検
討
対

象
と

し
て

の

「

ド
イ
ツ

の

大
学
」

は
、

神
聖
ロ

ー
マ

帝
国
お
よ
び
ド

イ
ツ

連

邦
の

境
界
内

の

諸
大
学
に
加
え

て

ロ

シ

ア

人
留
学
生
が

多
か
っ

た

ケ

ー

ニ

ヒ

ス

ベ

ル

ク
、

ラ

イ
デ
ン

、

シ

ュ

ト
ラ
ス

ブ
ル

ク

の

三

大
学
が

検
討
さ
れ

て

い

る
。

他
方

、

プ

ラ
ハ

と

ウ
ィ

ー

ン

が

除
外
さ
れ

て

い

る
の

は

史

料
的
制

約
の

た

め

で

あ

る
。

思

想
史
研

究
の

視
点
か
ら

見
て

重
要
な
の

は
、

法
学
・

神
学
・

医
学
を

軸
に

し
た

中
世
型
の

大
学
編
成
か
ら

哲
学
部
を

頂
点
に

お
い

た

近
代
型
大
学

へ

の

変
容
の

な

か
で

ゲ
ッ

チ

ン

ゲ
ン

大
学
か
ら

ベ

ル

リ
ン

大
学
へ

と

留
学
生

の

派
遣

先
の

中
心
が
移

り
変
わ

っ

て

い

く
様
相
で

あ
る

。

巻
末
の

ド

イ
ツ

の

各
大
学
に

お

け
る

ロ

シ

ア

人
学
生
一

覧
表
と

略
伝
付
き
人

名
索
引
は

、

第
一

級
の

史

料
で

あ
る

。

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
下
里
俊
行）
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